
（２）胃内視鏡検査の検診票について （現状と課題）

②肉眼分類の付け方

・生検結果を踏まえて記載することとなり、胃がんでなかった
場合は、肉眼分類の記載ができない。

・「不明」に記載する場合は、「0型」または「1～５型」
のどちらに記載したらよいか判断しづらい。
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①ピロリ菌感染除菌後の検診対象者について

・ピロリ菌感染除菌後の大津市検診フォローでよいと考える
程度が判断しづらい。
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【検討したいこと】

①肉眼分類の付け方について
胃がんでなかった場合に肉眼分類の記入をどう
するべきか。

②ピロリ菌除菌後の方の検診について
どのような状況になると、大津市の検診での

フォローで良いという判断になるのか。

③比較読影について
チェック欄の新設と、前回分の画像をつけて
２次読影に回すことが実施可能か。

③比較読影について

・内視鏡検診を実施して7年が経過した。令和５年度受診者数1348名中

335名が今までに大津市の内視鏡検査を受診しており、約25％にあたる

・検診票に「比較読影した」とのチェック欄を作成し、前回分の画像

をつけて２次読影に回していくという案が、実施可能であるか

案
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